
隠
し
た
o
明
治
元
年
四
周
波
、
事
年
八
十
五
。
嘗
て
一
支
流
江
曾
川
は
江
曾
山
か
ら
震
し
、
八
備
に
歪
つ
明
、

前
凶
mH鹿
の
鑓
に
測
踏
の
一
一
端
を
教
へ
、
叉
侯
の
風
一
本
流
に
合
し
、
千
野
川
も
入
岡
山
か
ら
渡
し
、
関
分

飽
保
管
の
任
に
盤
。
、
依
っ
て
侯
か
ら
三
角
風
践
の
一
に
至
っ
て
本
流
に
合
す
る
。
更
に
捨
越
川
一
名
勉
田

名
を
賜
は
っ
た
。
三
角
は
根
護
よ
り
採
り
、
風
磁
は
一
川
な
る
も
の
が
あ
り
、
入
国
山
雨
乞
禄
か
ら
出
で
、

風
飽
に
凶
む
の
で
あ
る
。
そ
の
者
三
角
袋
二
容
に
は
一
割
分
に
於
い
て
江
曾
川
に
曾
ず
る
。
能
登
名
跡
志
に
、

測
鼠
法
及
び
天
文
に
闘
す
る
こ
と
を
記
し
、
天
保
七
一
気
多
本
宮
の
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、
『
六
周
晦
日
御
手

年

に

成

っ

た

も

の

で

あ

る

。

一

洗

川

に

て

御

放

の

大

誠

あ

り

。

依

て

鵬

r川
と
い
ふ

ミ
ス
ラ
ン
ケ
イ
=
一
須
蘭
渓
部
は
行
恭
。
石
川
一
也
。
亦
東
西
ヘ
流
る
L
般
に
二
俣
川
と
も
い
ひ
て
、

郡
松
任
の
人
で
簡
を
描
い
た
。
文
政
十
一
一
年
の
頃
授
。
一
関
口
町
中
ハ
七
尾
〉
ヘ
流
れ
て
所
々
一
稿
あ
り
。
源
は
悶

ミ
セ
ン
ガ
ダ
b
L

蘭
山
ヶ
録
白
山
御
前
岳
の
北
一
根
村
山
よ
り
流
れ
て
、
府
中
の
滋
へ
出
づ
る
也
。
』
と

に
あ
っ
て
、
今
い
ふ
叙
宇
峰
で
あ
る
。
越
前
名
蹟
考
一
記
す
る
。

に
、
『
大
御
前
の
後
の
山
を
み
せ
ん
が
獄
と
い
ふ
。
焼
一
ミ
ソ
ギ
シ
ユ
ウ
身
漉
集
一
加
。
金
禄
の
俳
人

崩
れ
た
る
す
さ
ま
じ
き
石
崎
也
。
是
も
秘
腕
の
ひ
と
一
周
山
編
。
そ
の
行
脚
集
で
、
文
化
五
年
後
六
用
如
泥

つ
な
り
。
俗
に
つ
る
ぎ
の
山
と
名
付
る
こ
れ
な
り
。
』
一
の
序
が
あ
る
。
京
菊
舎
太
兵
衛
板
。

と

記

す

る

。

一

ミ

ゾ

タ

チ

カ

ツ

チ

カ

溝

口

一

勝

周

逝

都

十

郎

左

ε
y
味
噌
路
長
十
年
九
周
況
日
加
賀
務
の
令
一
衛
門
。
殴
安
三
年
前
悶
綱
紀
に
召
出
さ
れ
て
千
石
を

に
、
『
御
分
闘
中
豆
腐
強
み
そ
仕
う
ち
候
駒
市
竪
令
停
止
一
受
け
、
元
隊
三
年
授
。
子
孫
世
々
務
に
仕
へ
る
。

候
o
但
み
そ
の
事
、
所
々
町
・
宿
離
に
お
ゐ
て
、
放
一
ミ
ゾ
グ
チ
ゴ
ザ
Z

モ
ン
渚
ロ
豆
左
衛
門
事
保

人
・
商
人
以
下
に
信
分
少
宛
う
り
か
ひ
候
混
之
能
者
一
十
ご
年
御
歩
小
限
と
し
て
新
知
百
石
を
受
け
、
元
文

可
仕
国
田
被
仰
出
者
也
。
』
と
あ
る
。
一
=
一
年
三
十
人
聞
と
な
り
、
資
府
四
年
波
。
子
孫
滞
に

ミ
ソ
イ
ハ
味
噌
岩
珠
洲
榔
限
爆
か
ら
箆
す
る
一
悦
裂
す
る
。

経
務
土
は
質
稲
磁
〈
、
そ
の
中
特
に
約
土
蹴
の
多
い
一
ミ
ゾ
グ
チ
サ
ダ
カ
ツ
一
溝
口
貞
勝
沼
都
十
郎
兵

も
の
を
地
方
人
は
味
噌
岩
と
呼
び
、
今
は
イ
ソ
ラ
イ
一
衛
・
七
太
夫
・
舎
人
。
十
郎
左
衛
門
勝
閥
の
養
子
で
、

ト
と
講
す
る
耐
火
煉
瓦
と
し
て
ゐ
る
。
一
線
千
行
。
御
馬
廻
に
班
し
、
元
総
十
五
年
表
小
勝
、

εゾ
Z

マ
サ
ノ
プ
濁
江
正
伸
酒
癖
宗
左
衛
門
。
一
賢
永
元
年
御
使
番
よ
り
次
第
に
昇
進
し
、
御
馬
廻
顕

正
徳
四
年
御
算
用
者
小
頭
強
と
し
て
新
知
六
十
石
を
一
に
至
。
、
延
手
元
年
五
周
二
日
六
十
八
歳
を
以
て
夜

受
け
、
事
保
十
年
小
頭
に
進
み
三
十
石
を
加
へ
、
十
一
し
た
。

四
年
組
外
に
滋
み
て
六
十
石
を
増
し
、
既
保
一
一
一
年
入
一
ミ
ゾ
グ
チ
セ
ン
タ
マ
溺
ロ
千
情
聴
柴
田
勝
家
の

十
一
践
を
以
て
夜
。
子
孫
世
々
務
に
仕
へ
る
。
一
老
臣
瀧
口
宇
左
衛
門
の
子
。
天
正
入
年
勝
家
が
一
向

ヒ
ザ
，
a

-

S
ソ
ギ
カ
ハ
御
綾
川
一
名
馬
出
川
、
叉
晦
日
一
一
授
の
首
領
若
林
長
門
を
そ
の
本
密
に
招
い
て
織
し

川
。
鹿
島
郡
江
曾
の
山
閲
よ
り
獲
し
、
飯
川
.
・
若
林
一
た
時
に
、
千
熊
は
刺
客
の
一
人
で
あ
っ
た
。
勝
家
叉

か
ら
白
馬
に
出
で
、
北
流
し
て
細
ロ
・
闘
分
等
を
溢
一
範
回
岳
信
を
降
せ
し
め
ん
と
し
た
時
、
質
を
求
め
た

ぎ
、
七
尾
か
ら
七
局
留
に
注
ぐ
。
流
程
八
粁
。
そ
の
一
か
ら
、
勝
家
か
ら
千
熊
を
遣
は
し
た
が
、
岳
信
は
そ

の
勇
武
を
貸
し
、
女
を
め
あ
は
し
て
錨
田
氏
を
稽
せ

し
め
た
。
幾
〈
も
な
く
千
熊
は
北
庄
に
弱
。
、
後
に

宇
左
衛
門
宗
俊
と
い
ひ
、
勝
家
の
滋
び
た
際
共
に
拍

庄
に
自
延
し
た
。

εゾ
グ
チ
ヒ
デ
カ
ツ
溜
ロ
秀
勝
沼
務
金
右
衛

門
、
後
に
伯
替
守
。
実
正
十
一
年
初
柴
秀
吉
は
、
柴

田
勝
家
を
卸
ヶ
淑
に
破
っ
た
後
、
江
沼
・
能
楽
二
部
を

新
た
に
越
前
北
庄
の
城
主
と
な
っ
た
丹
羽
長
秀
に
邸

せ
し
め
、
溝
口
秀
勝
を
大
型
寺
に
遣
い
て
そ
の
奥
カ

た
ら
し
め
た
。
十
三
年
四
局
長
秀
夜
し
、
子
長
重
越

前
及
び
加
賀
の
江
沼
・
能
美
ご
郡
を
除
か
れ
、
若
狭

の
内
八
高
石
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、
秀
勝
は
筒
萄
領
に

在
。
、
悶
八
用
佐
和
山
の
掘
秀
政
が
丹
羽
民
の
前
領

を
得
て
北
庄
に
移
る
に
及
び
、
秀
勝
之
が
奥
カ
と
な

っ
た
。
次
い
で
秀
政
は
小
田
原
役
に
夜
し
、
子
秀
治

嗣
ぎ
、
鹿
長
二
年
越
後
春
日
山
，
城
に
移
さ
れ
る
や
、

秀
勝
も
亦
間
同
新
渡
間
六
高
石
に
縛
じ
た
。

ミ
ソ
グ
ラ
チ
ョ
ウ
時
噌
譲
町
金
棒
の
町
名
。

昔
時
軍
備
の
鑓
に
貯
へ
た
味
噌
践
を
こ
の
地
に
建
て

で
あ
っ
た
の
で
、
町
名
と
な
っ
た
と
い
ふ
。
今
味
噌

践
町
の
匝
域
は
極
め
て
鹿
汎
に
亙
り
、
味
噌
誠
町
上

中
町
・
同
下
中
町
・
同
閥

J

町
・
同
袈
町
・
同
片
原
町
に

分
か
れ
て
ゐ
る
。

s
y
ノ
ツ
グ
モ
ト
御
園
紹
元
↓
セ
ヲ
ツ
グ
モ

ト
瀬
尾
紹
元
。

ミ
ダ
ガ
イ
ケ
鵡
陀
ヶ
池
羽
咋
郡
矢
田
の
南
方

に
在
っ
て
、
深
さ
尺
徐
に
過
ぎ
ぬ
が
清
水
浪
々
と
し

て
湧
く
。
昔
泊
中
か
ら
仰
像
を
得
た
に
よ
っ
て
名
を

得
る
と
い
ふ
。

εダ
ガ
ハ
ラ
踊
陀
ヶ
原
白
山
の
市

J

翻
ロ
鷲
絡

に
在
る
蛇
塚
叉
は
砂
防
道
路
の
黒
器
ぼ
う
け
か
ら
上

に
銭
〈
。
こ
の
方
面
の
お
花
畠
は
、
畜
生
坂
を
登
り
続

く
し
た
厨
か
ら
初
り
、
藤
陀
ヶ
原
に
歪
っ
て
終
る
。

ミ
ス
l

ミ
タ

ー

叶

A

漏
陀
ヶ
原
は
粗
懇
な
る
腐
椛
土
の
厚
騒
を
以
て
厳
は

れ
、
常
に
穏
潤
の
賦
を
呈
し
、
概
ね
.
平
坦
で
、
東
西

九
O
O米
、
商
布
五

O
O米
、
標
高
ご
三
五

O
米
許

で
あ
る
。
越
前
名
蹟
考
に
、
『
阿
弼
陀
よ
胤
と
い
ふ
有

り
。
紫
雲
の
立
ち
て
三
億
の
来
迎
を
拝
み
、
あ
る
時

は
癒
呑
鴨
川
じ
花
ふ
る
廓
あ
り
。
』
と
記
す
る
。

ミ
タ
ケ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン
見
竹
明
紳

m
羽
咋
郡
長
国

に
鎮
座
す
る
。
祭
静
は
制
日
本
態
余
彦
館
で
あ
る
と

い
ふ
。
今
見
立
祉
と
慨
す
る
。

εタ
テ
ガ
ハ

9
オ
カ
シ
マ
イ
見
立
代
御
貸
米

加
賀
務
の
改
作
法
施
行
以
後
、
聞
の
牧
穫
が
定
発
よ

り
も
甚
だ
し
く
不
足
し
た
る
年
に
は
、
作
柄
に
臨
じ

て
一
作
限
り
引
兎
を
許
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
減
少

す
べ
き
兎
相
を
定
め
る
は
改
作
奉
行
の
椴
限
に
鴎

し
、
出
役
し
て
不
作
の
質
際
を
究
め
、
御
算
用
揚
奉

行
に
一
示
談
し
て
決
し
た
。
之
を
見
立
兎
切
・
見
立
引

菟
叉
は
一
一
作
引
兎
と
講
ず
る
。
然
る
に
延
賢
三
年
の

飢
餓
以
後
、
貸
米
の
制
を
復
活
し
、
改
作
奉
行
出
役

す
る
こ
と
な
く
、
御
扶
持
人
十
村
等
の
内
按
分
に
よ

り
て
不
足
を
見
積
り
、
見
立
兎
切
に
相
笛
す
る
定
納

を
貸
米
と
す
る
こ
と
を
そ
の
村
よ
り
出
願
せ
し
め
る

こ
と
L
し
た
。
之
を
見
立
代
。
御
貸
米
と
い
ひ
、
若

し
揚
A
n
に
よ
り
奉
行
の
出
版
す
る
時
は
立
毛
見
分
と

い
う
た
。
爾
後
見
-
X
代
。
御
貸
米
と
京
毛
見
分
と
を

併
用
し
て
時
宜
に
替
廃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
畠
に

在
り
て
は
決
し
て
見
立
発
切
を
行
は
な
か
っ
た
が
、

晶
の
多
い
村
の
作
領
に
射
し
て
貸
米
ず
る
こ
と
は
あ

っ
た
。

ミ
タ
テ
ヒ
キ
メ
ン
見
立
引
完

J
ミ
タ
テ
ガ
ハ

リ
オ
カ

y
マ
千
見
立
代
御
貸
米
。

ミ
タ
テ
メ
ン
キ

9

見
立
菟
切

4
ミ
タ
テ
ガ
ハ

リ
オ
カ

Y

マ
イ
見
立
代
御
貸
米
。

s
h
F
-
-
=
一
谷
江
沼
郡
に
て
、
曾
宇
・
直
下
・
日

J

八
一
五


